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13時～15時13時～15時

土
前夜祭前夜祭 出発式・斎王群行出発式・斎王群行 斎王市斎王市

アトラクションアトラクション
17時～21時17時～21時

斎王市斎王市特別ゲスト/二胡奏者  剣山啓介特別ゲスト/二胡奏者  剣山啓介
開会式・斎王他出演者披露開会式・斎王他出演者披露 斎宮歴史博物館会場斎宮歴史博物館会場

さいくう平安の社～斎宮歴史博物館さいくう平安の社～斎宮歴史博物館15時～21時15時～21時
10時～15時10時～15時

協力出演/皇學館大学雅楽部協力出演/皇學館大学雅楽部

三
重
県
明
和
町

第
三
十
四
回

さ
い
く
う 

平
安
の
杜
に 

つ
ど
う



協
力
参
加

皇
學
館
大
学

雅
楽
部
の
皆
さ
ん

さ
い
お
う

に
ょ
べ
っ
と
う

み
ょ
う
ぶ

み
ょ
う
ぶ

に
ょ
う
じ
ゅ

に
ょ
う
じ
ゅ

に
ょ
う
じ
ゅ

ま
い
び
と

ま
い
び
と

な
い
　し

う
ね

　め

こ
の 

え 

つ
か
い

八木　美海
（津市）

高岡　璃音
（愛知県）

島谷　菜々子
（伊勢市）

中保　友里
（愛知県）
宇佐美　有沙

（伊勢市）
李　華曦
（津市）

荊木　美彌子
（津市）

平野　加奈
（東京都）

丸山　優香
（津市）

来光　美希
（松阪市）

井上　真衣
（松阪市）

小林　和華子
（京都府）

日沖　美佐
（いなべ市）

山本　由佳
（志摩市）

石賀　智与
（津市）

石原　唯
（津市）

大森　可名衣
（鈴鹿市）

沖野　有希
（伊勢市）

菊池　真希
（名張市）

佐藤　彩希
（埼玉県）

藤崎　佑香里
（松阪市）

山川　晶子
（伊勢市）

吉村　歩
（津市）

桐山　卓也
（津市）

シャー・チュアン・トニー
（多気町）

中村　幸美
（明和町）

北村　裕司
（伊勢市）

山本　泰広
（松阪市）

瀬田　慈
（明和町）

山城　一真
（大阪府）

西田　成美
（松阪市）

島田　優希
（津市）

中村　萌佳
（松阪市）

笠井　純花稲垣　明香
（兵庫県）（愛知県）

坂谷　有絵
（伊勢市）

山谷　利奈
（愛知県）

け

　び

　い

　し

け

　び

　い

　し

木本　浩史
（南伊勢町）

井手坂　徳久
（明和町）

上村　英路
（伊勢市）

ふ
う
り
ゅ
う
が
さ

ふ
う
り
ゅ
う
が
さ

浜崎　小夜子
（大阪府）

斎
宮
十
二
司
官
人

よ  

ち
ょ
う

與
丁

よ  

ち
ょ
う

與
丁

江原　章人
（伊勢市）

廣垣　大毅
（伊勢市）
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童・童女  出演者 （順不同）

す
い  

か
ん

水
干

あ
こ
め

ち

　は
や

千
早

井村　倫太郎宇城　那留川口　釉菜川端　菜月北山　絢菜下村　紅葉

田野上　真唯田野上　由唯中川　凱煌西田　結美野村　玲音早田　夏姫

福井　玲美古川　夏子宮本　和弥諸岡　愛美山口　鈴音青木　莉帆

伊藤　羽菜喜多　萌衣木下　佐弥出口　華菜中山　叶夢西村　まなみ

東村　美海松林　沙弥派　　桃華山中　琴羽脇田　美雨石井　有梨愛

池田　梨夢井坂　真依伊東　未紗井村　めい上西　郁菜小畑　愛菜

小林　友優下村　神楽中川　心愛宮本　侑奈森田　想和

4

第
34
回 

斎
王
ま
つ
り

5

第
34
回 

斎
王
ま
つ
り

イオンモール明和

斎宮歴史博物館

至
松
阪

至
松
阪

斎宮歴史博物館会場
６月４日（土）
斎王市・前夜祭
６月５日（日）
斎王市・社頭の儀
アトラクション

P
斎王の森

歴史の道

いつきのみや歴史体験館

上園芝生広場

明和町役場
総合体育館

●ケーズデンキ

●ミニストップ ●ぎゅーとら

●三重信用金庫

●ブライトガーデン明和

三重ハート
センター●

ファミリー　
マート● ●いすゞ

群行コース群行コース

斎宮駅
斎宮小学校斎宮小学校

旧伊勢街道

交番

竹神社

〒

至
伊
勢

至
伊
勢

大駐車場
（無料）
大駐車場
（無料）

↑大淀港

シャトルバス
のりば　
　

23

37

観光協会
斎王まつり実行委員会斎王まつり実行委員会

平安の社
さいくう

（ （

中央公民館中央公民館

至玉城I.C

さいくう平安の杜会場
６月５日（日）
群行出発式

も く じ
斎王まつり配役…………………… 2
斎王まつり童・童女出演者……… 4
日本遺産

「祈る皇女 斎王のみやこ　斎宮」… 6
斎宮跡の発掘調査………………… 9
斎王の通った道………………… 12
斎王一覧………………………… 14
いつきのみや歴史体験館……… 15
図書の紹介 / 実行委員会組織体制…… 16
斎王まつり実行委員会活動…… 17
群行衣裳………………………………… 18
フォトコンテスト……………… 20
第３３回斎王まつりの思い出…… 22
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斎
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者
紹
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特
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奏
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剣
山
啓
介

斎
王
市

前
夜
祭

斎
王
市

ア
ト
ラ
ク
シ
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出
発
式・発
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の
儀

斎
王
群
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社
頭
の
儀
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昨
年
、
明
和
町
は
日
本
遺
産
『
祈
る
皇
女
斎
王
の
み
や
こ
　
斎

宮
』
が
認
定
さ
れ
、
秋
に
は
実
物
大
復
元
建
物
の
正
殿
・
西
脇
殿
・

東
脇
殿
の
三
棟
が
完
成
し
「
斎
宮
平
安
の
杜
」
と
し
て
新
た
な
観

光
名
所
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
事
務
所
か
ら
見
え
る「
斎
宮
平
安
の
杜
」に
は
連
日
、

大
勢
の
お
客
様
が
お
越
し
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

明
和
町
に
対
し
、
斎
宮
に
対
し
て
注
目
度
の
高
さ
が
う
か
が
い

知
れ
ま
す
。

　

日
本
遺
産
に
認
定
後
は
じ
め
て
の
「
斎
王
ま
つ
り
」
は
、
い
つ

も
の
群
行
コ
ー
ス
が
「
斎
宮
平
安
の
杜
」
を
出
発
し
て
博
物
館
会

場
へ
と
向
う
コ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　

例
年
と
は
一
味
違
う
「
斎
王
ま
つ
り
」。

　

多
く
の
お
客
様
に
明
和
町
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
改
め
て
『
斎
王
』

の
魅
力
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

実
行
委
員
一
同
よ
り
多
く
の
お
客
さ
ま
が
、
明
和
町
を
訪
れ
て

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会

第
三
十
四
回
　
斎
王
ま
つ
り
を
迎
え
て



＜日本遺産とは…＞
　文化庁が新たに創設した制度「日本遺産」に、明和町が申請した「祈る
皇女斎王のみやこ 斎宮」が平成27 年4 月24 日に認定されました。
　日本遺産とは、地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統
を語るストーリーを認定するとともに、ストーリーを語る上で不可欠な魅
力ある有形・無形の文化財群を地域が主体となって総合的に整備・活用
し、国内外に発信することにより、地域の活性化を図る制度です。

①斎宮跡
②斎宮跡出土品
　（斎宮歴史博物館）
③斎王の森
④竹神社（野々宮）
⑤祓川
⑥竹川の花園
⑦隆子女王の墓

⑧斎王尾野湊御禊場跡
⑨大淀
⑩業平松
⑪佐々夫江行宮跡
⑫カケチカラ発祥の地

国道 23 号

県道 37 号

近鉄山田線

①斎宮跡

⑨大淀

② ③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑩⑪⑫

＜日本遺産　構成文化財マップ＞

日本遺産
 「祈る皇女
       斎王のみやこ 斎宮」

                     

斎
王
の

宮
殿
で
あ
る
斎
宮
は
、

伊
勢
神
宮
領
の
入
口
に
位
置
し
、

都
さ
な
が
ら
の
雅
な
暮
ら
し
が

営
ま
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

地
元
の
人
々
に
よ
っ
て
神
聖
な
土
地
と
し
て

守
り
続
け
ら
れ
て
き
た
斎
宮
跡
一
帯
は
、 

日
本
で
斎
宮
が
存
在
し
た
唯
一
の
場
所
と
し
て
、

皇
女
の
祈
り
の
精
神
を
今
日
に
伝
え
て
い
る
。

古
代
か
ら
中
世
に
わ
た
り
、
天
皇
に
代
わ
っ
て

伊
勢
神
宮
の
天
照
大
神
に
仕
え
た
「
斎
王
」
は
、

皇
女
と
し
て
生
ま
れ
な
が
ら
、

都
か
ら
離
れ
た
伊
勢
の
地
で
、

人
と
神
と
の
架
け
橋
と
し
て
、

国
の
平
安
と
繁
栄
を
願
い
、

神
へ
の
祈
り
を
捧
げ
る

日
々
を
送
っ
た
。

⑤祓川

日本遺産
 「祈る皇女
       斎王のみやこ 斎宮」
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＜日本遺産の構成文化財＞

斎王の森

斎宮跡

斎宮跡出土品 ( 国重文）  

竹神社（野々宮）

祓川

竹川の花園

天皇に代わり伊勢神宮に仕えた皇女・斎王の宮殿と斎宮寮と呼ば

れた役所の跡。古代から中世にかけて６６０年間続いた。

斎宮での斎王の暮らしは、神への祈りをささげる日々を送るとと

もに都さながらの雅やかな生活を送っていた。

出土品 2,661 点が指定されている。蹄脚硯や緑釉陶器、和鏡、羊形

硯の出土により、これまで文献や地名からしか推定されていなかっ

た斎宮の存在が現実的なものとなった。これらの出土品により斎宮

では、神に仕える神聖かつ慎ましやかな生活と都さながらの雅やか

な生活とが交錯する日々であったことが読み取れる。

斎王の宮殿があったと語り継がれ、斎宮のシンボル的な森として

地元の人々により守られてきた。

斎王の宮殿があった神聖な場所が人々の信仰の場（神社）として受

け継がれ、現在も祈りの空間を感じられる。

祓川は、聖なる神領の入口に流れる川。斎王の斎宮への旅立ちは、

２００人余りの官人、女官等を連れて５泊６日かけて群行する。

斎王にとっては、神に近づく禊祓の旅でもあり、この川で最後の

禊を行って斎宮に赴任した。

『源氏物語』の竹河の段の歌に登場し、伝承では、ここに

四季の花が植えられていたとされ、斎王も花園に来て花を

楽しまれていた景勝地。

＜日本遺産の構成文化財＞ 隆子女王の墓

  さいおうおののみなとおんみそぎばあと

斎王尾野湊御禊場跡

大淀

業平松

斎宮で亡くなった斎王、隆子女王の墓。隆子女王は醍醐天皇の孫女。

宮内庁が管理を行い、清楚な雰囲気が漂う。

尾野湊とは大淀海岸の古名。斎王が毎年 9 月に伊勢神宮で行わ

れる「神嘗祭」に奉仕するため、8 月晦日、禊を行って身を清

めた場所といわれている。

倭姫命が天照大神の鎮座場所を探し求め、この地

にたどり着き命名。

古代の多くの歌に「枕詞」として使われた景勝地。

斎王が伊勢に来た在原業平をこの松の下で見送り、別れを惜し

み、歌を詠み交わしたという物語に因んで業平松と呼ぶ。現在

３代目。斎王のはかない恋物語の舞台となった風景が思い起こ

される。

　　　 ささふえあんぐうあと

佐々夫江行宮跡
　　　　　　　　　　　とよすきいりひめのみこと　　　　　　　　　　　　　　　　　  みつえしろ
伝説の初代斎王・豊鍬入姫命の後を継ぎ、天照大神の御杖代とし

て各地を巡幸した倭姫命が、伊勢の地に入られ、大淀に御船をと

どめて造った宮跡。

カケチカラ発祥の地
　　                                                                 かんなめさい
斎王・倭姫命と真名鶴伝説が由来。神嘗祭に初穂の稲束を伊

勢神宮の内玉垣に懸け、国の永遠の繁栄を祈る懸税（カケチ

カラ）行事の発祥の地。
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斎
宮
跡
の
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査　

　

四
〇
年
以
上
に
わ
た
る
斎
宮
跡
の
発
掘
調
査

も
、
第
一
八
六
次
を
数
え
、
斎
宮
の
全
貌
が
少

し
ず
つ
で
す
が
、
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
特
に
平
安
時
代
の
碁ご
ば
ん盤
の
目
状
の
道
路
か

ら
な
る
、
方ほ
う
か
く
ち
わ
り

格
地
割
の
発
見
は
、
平
安
時
代
の

斎
宮
を
解
明
す
る
た
め
の
も
っ
と
も
重
要
な
発

見
で
し
た
。

　

斎
宮
の
方
格
地
割
の
道
路
は
、
幅
五
〇
尺

（
一
四
・
八
メ
ー
ト
ル
）
を
基
本
と
し
て
東
西

南
北
に
走
り
ま
す
。
こ
れ
は
現
代
の
自
動
車

道
路
の
四
車
線
分
に
相
当
す
る
幅
の
広
さ
で

す
。
さ
ら
に
、
こ
の
道
路
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た

一
つ
の
区
画
は
、
一
辺
の
長
さ
が
四
〇
〇
尺

（
一
一
八
・
四
メ
ー
ト
ル
）
あ
り
ま
す
（
※
注
）。

こ
れ
は
当
時
の
都
で
あ
る
長
岡
京
と
同
じ
規
格

で
す
。

　

で
は
、
こ
の
各
区
画
の
中
に
は
何
が
建
っ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
各
区
画
は
何
の
役

割
を
持
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
の
竹
神
社
の
周
辺
で
は
、
斎
王
の
宮
殿

で
あ
る
「
内な
い
い
ん院
」
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
長
大

な
塀
で
囲
ま
れ
た
空
間
の
中
に
、
大
き
な
建
物

が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
場
所

か
ら
は
、
緑
色
の
美
し
い
釉
薬
が
か
け
ら
れ
た

高
級
な
焼
き
物
の
「
緑
り
ょ
く
ゆ
う釉
陶
器
」
や
ひ
ら
が
な

を
墨
書
し
た
土
器
な
ど
が
多
数
出
土
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、こ
こ
が
斎
王
の
宮
殿
跡
「
内
院
」

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
斎
宮
の
役
人
が
政せ
い
む務
や
儀ぎ
れ
い礼
を
行

う
「
寮
り
ょ
う
ち
ょ
う
庁
」
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
北
側
、

東
側
、
西
側
の
三
方
か
ら
広
場
を
取
り
囲
む
よ

う
に
建
物
が
配
置
さ
れ
た
場
所
が
確
認
さ
れ
た

の
で
す
。
こ
の
場
所
は
現
在
、
史
跡
公
園
「
さ

い
く
う
平
安
の
杜
」
と
し
て
、
三
つ
の
平
安
時

代
の
建
物
を
中
心
に
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
寮
庁
」
北
側
に
、
倉
庫
群
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
の
区
画
の
中
に
整
然

と
一
六
棟
の
建
物
が
並
ぶ
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

の
で
す
。
一
つ
の
建
物
は
、
東
西
約
一
二
メ
ー

ト
ル
、
南
北
約
四
・
八
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
で
、

面
積
は
五
七
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。

こ
の
倉
庫
は
、
斎
王
を
は
じ
め
、
斎
宮
に
い
る

人
々
の
日
常
生
活
を
支
え
る
品
々
や
、
役
人
の

給
料
と
な
る
物
品
を
保
管
し
て
い
た
も
の
だ
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、「
寮り
ょ
う
こ庫
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

※
四
五
〇
尺
、
四
一
〇
尺
の
区
画
も
あ
り
ま
す
。
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平
成
二
七
年
度
の
調
査

　

今
回
の
調
査
は
、「
さ
い
く
う
平
安
の
杜
」

の
北
側
に
位
置
す
る
「
下
し
も
ぞ
の
ひ
が
し

園
東
区
画
」
の
道
路

を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
約
五
四
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
の
範
囲
で
実
施
し
ま
し
た
。「
下
園

東
区
画
」
は
、「
寮
庫
」
の
位
置
す
る
区
画
で
、

昭
和
四
九
年
度
第
八
―
一
〇
次
調
査
を
皮
切
り

に
、
四
〇
年
以
上
に
わ
っ
た
て
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
て
き
た
場
所
で
す
。
今
回
の
調
査
に
よ
っ

て
、「
寮
庫
」
北
西
の
実
態
や
方
格
地
割
の
道

路
の
様
子
な
ど
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

調
査
で
確
認
で
き
た
も
の
は
、
道
路
、
溝
、

土ど
こ
う坑
、
掘ほ
っ
た
て
ば
し
ら
た
て
も
の

立
柱
建
物
、
石い
し
じ
き敷
が
あ
り
、
多
数
の

土
器
の
ほ
か
、
土
で
つ
く
ら
れ
た
馬
形
で
あ
る

土ど

ば馬
な
ど
も
出
土
し
ま
し
た
。

　

調
査
成
果
の
中
で
も
、
特
に
注
目
さ
れ
る
も

の
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
一
つ
目
は
、
平
安

時
代
の
は
じ
め
頃（
今
か
ら
約
一
二
〇
〇
年
前
）

の
道
路
に
伴
う
細
長
く
続
く
側
溝
が
み
つ
か
っ

た
こ
と
で
す
。

　

側
溝
は
、
南
北
に
細
長
く
の
び
、「
さ
い
く

う
平
安
の
杜
」
で
、
復
元
さ
れ
て
い
る
、
道
路

の
側
溝
と
真
っ
直
ぐ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
平
安

時
代
は
じ
め
頃
の
道
路
は
幅
五
〇
尺（
一
四
・
八

メ
ー
ト
ル
）
を
基
本
と
し
て
お
り
、幅
や
長
さ
、

方
角
な
ど
、
計
画
性
の
高
い
道
路
か
ら
は
、
古

代
の
人
々
が
高
い
土
木
技
術
を
有
し
て
い
た
こ

と
わ
か
り
ま
す
。

　

次
に
二
つ
目
は
、
文
字
や
記
号
を
土
器
に
刻

ん
だ
、
刻こ

く
し
ょ
ど
き

書
土
器
が
出
土
し
た
こ
と
で
す
。

　

文
字
が
刻
ま
れ
た
刻こ
く
し
ょ
ど
き

書
土
器
は
、
漢
字
で

「
奉
た
て
ま
つ
る」、
記
号
が
刻
ま
れ
た
刻こ
く
し
ょ
ど
き

書
土
器
に
は
、

二
本
の
横
線
と
五
本
の
縦
線
で
、
現
在
で
も
海

女
が
魔
除
け
な
ど
に
使
用
す
る
「
ド
ー
マ
ン
」

の
よ
う
な
記
号
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ど
ち

ら
の
刻こ
く
し
ょ
ど
き

書
土
器
も
道
路
の
溝
の
中
や
、
そ
の
付

近
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
道
路
に
沿
っ
た
場
所

で
、
土
器
を
使
用
し
た
何
ら
か
の
儀
礼
を
行
っ

みつかった多数の土器

て
い
た
可
能
性
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

斎
宮
歴
史
博
物
館
の
行
う
発
掘
調
査
は
、
い

つ
で
も
ご
見
学
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
現
地
で
の

説
明
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
発
掘
調

査
の
成
果
に
つ
い
て
は
博
物
館
で
展
示
を
行
う

ほ
か
、
小
・
中
学
生
の
体
験
発
掘
や
中
学
生
職

業
体
験
の
受
入
れ
も
行
っ
て
い
ま
す
。「
さ
い

く
う
平
安
の
杜
」
の
見
学
と
合
わ
せ
て
、
こ
れ

か
ら
も
斎
宮
歴
史
博
物
館
の
行
う
発
掘
調
査
に

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

    

（
斎
宮
歴
史
博
物
館　

調
査
研
究
課
）
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近
年
、
斎
宮
跡
に
二
本
の
新
し
い
道
が
完
成

し
ま
し
た
。
一
本
は
「
さ
い
く
う
平
安
の
杜
」

復
元
建
物
南
側
の
長
さ
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
余
り

の
道
路
、
も
う
一
本
は
、
博
物
館
南
側
に
位
置

し
、
斎
王
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
会
場
に
な
っ
て
い

る
「
ふ
る
さ
と
広
場
」
と
斎
宮
の
十
分
の
一
模

型
が
あ
る
「
歴
史
ロ
マ
ン
広
場
」
を
結
ぶ
、
長

さ
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
道
路
で
「
古
代
伊

勢
道
」
と
通
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
道
路
は
、
ほ
ぼ
直
線
道
路
と
し
て

設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
見
自
動
車
専
用
道
路

に
も
見
え
ま
す
が
、
一
般
的
な
公
道
と
い
う
よ

り
、
斎
宮
跡
を
歩
い
て
旅
さ
れ
る
方
を
優
先
し

て
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
じ
つ
は
い
ず
れ
も
、

「
復
元
さ
れ
た
古
代
道
路
」
な
の
で
す
。

　
「
さ
い
く
う
平
安
の
杜
」
南
側
の
道
路
は
、

平
安
時
代
の
斎
宮
を
訪
れ
た
貴
族
の
日
記
に
、

「
斎
宮
北
路
」

と
記
さ
れ
た
道
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
幅
約

一
五
メ
ー
ト
ル
（
道
路
側
溝
の
外
側
か
ら
外
側

ま
で
、
約
五
十
尺
）、
八
世
紀
後
半
、
七
八
〇

年
代
に
造
ら
れ
た
斎
宮
の
碁
盤
目
状
区
画
（
方

格
地
割
）
を
構
成
す
る
道
路
の
一
部
で
、
そ

の
中
で
も
最
も
立
派
な
道
路
と
見
ら
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、「
古
代
伊
勢
道
」
は
幅
約
九
メ
ー

ト
ル
（
道
路
側
溝
の
中
心
か
ら
中
心
ま
で
で
、

古
代
の
計
り
方
で
約
二
五
大
尺
）、
都
と
伊
勢

神
宮
を
結
ぶ
古
代
の
道
の
一
部
を
再
現
し
た
も

の
で
す
。
こ
の
道
路
は
側
溝
か
ら
出
土
し
た
土

器
に
よ
り
、
八
世
紀
前
半
に
は
造
ら
れ
て
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
の
二
本
の
道
は
、
連
続
し
た
道
で

も
あ
る
の
で
す
。

　

奈
良
時
代
に
は
、
平
城
京
か
ら
全
国
を
結
ぶ

道
が
国
家
に
よ
っ
て
造
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し

た
道
は
全
国
に
七
本
あ
り
、
東
海
道
・
東
山
道
・

北
陸
道
・
山
陽
道
・
山
陰
道
・
南
海
道
・
西
海

道
と
称
さ
れ
、
都
か
ら
国
府
と
国
府
を
つ
な
い

で
日
本
の
端
ま
で
結
ん
で
い
た
の
で
す
。
そ
の

た
め
、奈
良
時
代
の
地
域
区
分
は
、「
五
畿
七
道
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
（
五
畿
と
は
、
都
と
そ

の
周
辺
の
重
要
な
国
、
大
和
・
摂
津
・
河
内
・

和
泉
・
山
城
の
こ
と
で
す
）。

　

こ
れ
ら
の
道
の
い
く
つ
か
は
、
発
掘
に
よ

り
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
古
代

の
幹
線
道
路
は
地
形
に
応
じ
て
曲
げ
る
の
で
は

な
く
、
時
に
は
山
や
丘
を
削
っ
た
り
、
湿
地
に

土
を
盛
っ
た
り
し
て
、
極
力
直
線
に
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
道
の
幅
は

大
変
広
く
、
都
と
大
宰
府
を
結
ぶ
、
最
も
重
要

な
道
だ
っ
た
山
陽
道
は
、
兵
庫
県
で
発
掘
さ
れ

て
お
り
、
幅
一
四
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
都
や
そ
の
周
辺
の
大
和
盆
地
の
、
い

わ
ば
首
都
圏
の
重
要
道
路
と
な
る
と
、
平
城
京

と
飛
鳥
を
結
ぶ
下
つ
道
は
路
面
幅
で
一
八
メ
ー

ト
ル
、
平
城
京
朱
雀
大
路
で
は
幅
七
五
メ
ー
ト

ル
と
、
と
て
も
実
用
的
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
広

い
道
だ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
ん
な
に
広
い
道
、
何
に
使
っ
た
の
で
し
ょ

う
？

　

こ
う
し
た
道
に
は
、
約
十
六
キ
ロ
ご
と
に
リ

レ
ー
地
点
で
あ
る
駅
が
置
か
れ
、
駅
使
と
呼
ば

れ
る
緊
急
連
絡
者
が
走
る
時
に
は
、
馬
の
リ

レ
ー
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
ま

さ
に
非
常
体
制
が
取
れ
る
道
だ
っ
た
の
で
す
。

ま
た
、
駅
は
公
が
発
行
し
た
通
行
証
が
な
い
と

使
え
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
ま
さ
に
国
家
の
た

め
に
造
ら
れ
た
道
で
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
使

え
る
道
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で

す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
道
は
奈
良
時
代
に
行
わ

れ
て
い
た
徴
兵
制
と
関
係
し
て
お
り
、
た
く
さ

ん
の
歩
兵
が
通
れ
る
よ
う
に
幅
広
く
造
っ
て
い

る
、
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
重
要
な

の
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
土
木
工
事
を
行
え
る
中
央

の
国
家
っ
て
す
ご
い
、
と
い
う
印
象
を
全
国
に

行
き
届
か
せ
る
、
と
い
う
こ
と
に
も
大
き
な
意

味
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
斎
宮
跡
で
発
掘
さ
れ
た
奈
良
時
代
の

道
「
古
代
伊
勢
道
」
は
、
平
城
京
か
ら
伊
賀
・

伊
勢
を
通
り
、
尾
張
国
に
向
か
う
東
海
道
と
鈴

鹿
関
で
分
か
れ
、
伊
勢
神
宮
や
志
摩
国
府
に
向

か
う
道
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
古
代
の
本
線
で
は
な
く
、
支
線
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
が
、
幅
約
九
メ
ー
ト

ル
と
い
う
の
は
、
島
根
県
松
江
市
で
発
見
さ
れ

た
、
古
代
山
陰
道
と
考
え
ら
れ
て
い
る
道
路
の

跡
と
ほ
ぼ
同
じ
幅
で
、
決
し
て
格
の
低
い
道

路
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、
国
家

に
と
っ
て
最
も
重
要
な
神
社
で
あ
る
伊
勢
神
宮

や
、
御み

け
つ
く
に

食
国
、
す
な
わ
ち
天
皇
の
食
卓
に
上
る

新
鮮
な
海
産
物
を
献
上
す
る
国
で
あ
る
志
摩
国

は
、
都
と
の
連
携
を
密
に
し
て
お
く
必
要
が

あ
っ
た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
こ
の
古
代
伊
勢
道
は
、
先
に
も
述
べ

た
よ
う
に
八
世
紀
前
半
の
道
路
で
、
史
跡
の
中

を
、
西
北
西
か
ら
東
南
東
に
斜
め
に
横
切
る
感

じ
で
ま
っ
す
ぐ
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
八
世
紀
の
後
半
、
七
八
〇
年
代
の
頃
に
、

史
跡
の
東
側
で
こ
の
道
は
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
せ
っ
か
く
造
っ
た
の
に
も
っ
た
い
な
い
よ

う
で
す
が
、
そ
の
理
由
は
、
さ
ら
に
広
い
道
を

入
る
所
で
道
が
急
に
曲
が
っ
て
、
そ
の
間
は
幅

が
五
割
ほ
ど
広
く
な
り
、
東
西
に
ほ
ぼ
ま
っ
す

ぐ
進
む
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
い
た
は

ず
で
す
。
そ
し
て
そ
の
左
右
に
は
斎
宮
や
斎
宮

寮
の
建
物
が
建
ち
並
ん
で
い
た
の
で
、
い
わ
ば

都
の
官
庁
街
の
中
を
通
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ

に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
し
て
当
時
の
多
気
郡
の
人
々
に
と
っ
て

は
、
官
庁
と
し
て
最
も
身
近
な

の
は
郡
衙
（
郡
の
役
所
）
程
度

し
か
な
か
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、

こ
ん
な
計
画
的
な
景
観
を
見
る

機
会
な
ど
ま
ず
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。
そ
れ
は
そ
れ
は
す
ご

い
イ
ン
パ
ク
ト
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

そ
し
て
「
古
代
伊
勢
道
」
は
、

も
ち
ろ
ん
歴
代
の
斎
王
が
通
っ

て
い
っ
た
道
だ
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
、
斎
宮
女
御
と
し
て
知

ら
れ
る
徽
子
女
王
や
、
博
物
館

の
映
像
展
示
「
斎
王
群
行
」
の

ヒ
ロ
イ
ン
良
子
内
親
王
ら
平
安

時
代
の
斎
王
、
そ
し
て
斎
宮
寮

の
人
々
は
全
て
こ
の
道
を
通
り
、

斎
宮
北
路
や
、
今
の
伊
勢
街
道

の
あ
た
り
に
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
「
斎
宮
南
路
」
を
使
っ

て
斎
宮
に
入
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
古
代
伊

付
け
る
た
め
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
造
ら
れ

た
の
が
、「
斎
宮
平
安
の
杜
」
の
中
で
再
現
さ

れ
た
方
格
地
割
の
区
画
道
路
で
し
た
。つ
ま
り
、

斎
宮
の
方
格
地
割
は
、
古
代
伊
勢
道
を
吸
収
し

て
設
計
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
斎
宮
北
路
」
が
幅
約
一
五
メ
ー
ト
ル
と
い

う
話
は
先
に
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
都
か
ら
伊
勢

神
宮
に
向
か
う
旅
人
は
、
斎
宮
の
方
格
地
割
に

勢
道
」
は
、
奈
良
時
代
の
斎
王
、
た
と
え
ば
聖

武
天
皇
の
娘
で
光
仁
天
皇
の
皇
后
と
な
っ
た
井

上
内
親
王
が
通
っ
た
道
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

ま
た
、「
斎
宮
北
路
」
は
、
都
と
伊
勢
神
宮

を
結
ぶ
官
道
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
、
多

く
の
都
人
や
、
重
要
な
情
報
を
持
っ
た
早
馬
が

通
っ
て
い
っ
た
道
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
『
伊
勢
物
語
』
で
語
ら
れ
る
在
原

業
平
と
さ
れ
る
「
男
」
が
本
当
に
斎
宮
に
来
た

の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
平
安

時
代
の
読
者
で
当
時
の
斎
宮
を
知
っ
て
い
た
人

に
は
、
き
っ
と
こ
れ
ら
の
道
を
通
っ
た
と
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
そ
の

兄
の
在
原
行
平
は
長
奉
送
使
と
し
て
斎
宮
を
訪

れ
て
い
ま
す
か
ら
、本
当
に
斎
王
と
と
も
に「
古

代
伊
勢
道
」
を
馬
で
通
っ
て
い
っ
た
こ
と
に
な

る
わ
け
で
す
。
ま
た
、
伊
勢
神
宮
に
派
遣
さ
れ

た
勅
使
、
た
と
え
ば
後
の
関
白
で
藤
原
道
長
の

兄
だ
っ
た
藤
原
道
兼
や
平
清
盛
と
い
っ
た
人
々

も
確
実
に
こ
れ
ら
の
道
を
通
っ
て
い
た
の
で

す
。

　

そ
し
て
こ
の
道
は
多
く
の
情
報
も
通
っ
て
い

き
ま
し
た
。
例
え
ば
奈
良
時
代
に
は
、
伊
勢
神

宮
の
外
宮
と
斎
宮
の
上
に
不
思
議
な
雲
が
出
た

と
い
う
こ
と
で
、
神
護
景
雲
、
天
応
と
い
う
二

つ
の
年
号
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
雲
が
出

た
こ
と
を
知
ら
せ
る
使
者
は
、
古
代
伊
勢
道
を

通
っ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
雲
は
そ
の
当
時
の
政
治
の
状
況
を
伊
勢
神

宮
が
喜
ん
で
い
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
の

で
す
が
、
面
白
い
の
は
、
神
護
景
雲
は
斎
王
を

中
断
し
、
神
宮
に
神
宮
寺
と
い
う
寺
院
を
付
属

さ
せ
て
い
た
称
徳
天
皇
の
時
代
、
天
応
は
斎
王

を
復
活
さ
せ
た
光
仁
天
皇
の
時
代
の
年
号
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
神
宮
は
全
く
反
対
の
政

策
を
喜
ん
で
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け

で
す
。

　

あ
る
い
は
、
長
元
四
年
（
一
〇
三
一
）
に
斎

王
嫥
子
女
王
が
時
の
政
権
の
神
宮
政
策
を
批
判

し
て
、
都
で
大
事
件
と
な
っ
た
斎
王
託
宣
事
件

を
知
ら
せ
る
使
も
ま
た
、
斎
宮
北
路
か
ら
古
代

伊
勢
道
を
通
っ
て
都
に
向
か
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、古
代
伊
勢
道
と
斎
宮
北
路
は
、

近
世
に
伊
勢
街
道
が
付
け
ら
れ
る
ま
で
、
こ
の

地
域
の
重
要
な
道
と
し
て
機
能
し
て
い
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。そ
し
て
現
代
に
至
る
ま
で
、

こ
れ
ら
の
道
は
地
域
の
生
活
と
密
着
し
た
道
と

し
て
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
開
通
当
時

の
姿
を
現
し
た
わ
け
で
す
。

　

な
お
現
代
の
伊
勢
街
道
は
、
竹
神
社
の
南
側

を
通
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
斎
宮
内
院
の
南

側
の
道
、「
斎
宮
南
路
」
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
斎
宮
北
路
と
南
路
に
挟

ま
れ
た
竹
神
社
こ
そ
、
平
安
時
代
を
通
じ
て
斎

王
が
住
む
内
院
と
し
て
機
能
し
て
い
た
区
画
の

主
要
部
分
な
の
で
す
。

斎
王
の
通
っ
た
道

榎
村　

寛
之



平　安鎌　倉南北朝
○
柔
子
（
や
す
こ
）

○
雅
子
（
ま
さ
こ
）

△
斉
子
（
き
よ
こ
）

○
徽
子
（
よ
し
こ
）
＊

△
英
子
（
は
な
こ
）

○
悦
子
（
よ
し
こ
）
＊

○
楽
子
（
や
す
こ
）

△
輔
子
（
す
け
こ
）

○
隆
子
（
た
か
こ
）

○
規
子
（
の
り
こ
）

△
済
子
（
な
り
こ
）
＊

○
恭
子
（
た
か
こ
）
＊

○
当
子
（
ま
さ
こ
）

○
　
子
（
よ
し
こ
）
＊

○
良
子
（
な
が
こ
）

○
嘉
子
（
よ
し
こ
）

○
敬
子
（
た
か
こ
）
＊

○
俊
子
（
と
し
こ
）

○
淳
子
（
あ
つ
こ
）
＊

○
　
子
（
や
す
こ
）

○
善
子
（
よ
し
こ
）

○
　
子
（
あ
い
こ
）

○
守
子
（
も
り
こ
）
＊

○
妍
子
（
よ
し
こ
）

○
喜
子
（
よ
し
こ
）

△
亮
子
（
あ
き
こ
）

○
好
子
（
よ
し
こ
）

△
休
子
（
の
ぶ
こ
）

○
惇
子
（
あ
つ
こ
）

△
功
子
（
い
さ
こ
）

○
潔
子
（
き
よ
こ
）

○
粛
子
（
す
み
こ
）

○
煕
子
（
ひ
ろ
こ
）

○
利
子
（
と
し
こ
）

○
　
子
（
て
る
こ
）

△
曦
子
（
あ
き
こ
）

○
　
子
（
や
す
こ
）

△
弉
子
（
ま
さ
こ
）

△
懽
子
（
よ
し
こ
）

△
祥
子
（
さ
ち
こ
）

八
九
七
〜
　
九
三
〇

九
三
一
〜
　
九
三
五

　
　
九
三
六

九
三
六
〜
　
九
四
五

　
　
九
四
六

九
四
七
〜
　
九
五
四

九
五
五
〜
　
九
六
七

九
六
八
〜
　
九
六
九

九
六
九
〜
　
九
七
四

九
七
五
〜
　
九
八
四

九
八
四
〜
　
九
八
六

九
八
六
〜
一
〇
一
〇

一
〇
一
二
〜
一
〇
一
六

一
〇
一
六
〜
一
〇
三
六

一
〇
三
六
〜
一
〇
四
五

一
〇
四
六
〜
一
〇
五
一

一
〇
五
一
〜
一
〇
六
八

一
〇
六
九
〜
一
〇
七
二

一
〇
七
三
〜
一
〇
七
七

一
〇
七
八
〜
一
〇
八
四

一
〇
八
七
〜
一
一
〇
七

一
一
〇
八
〜
一
一
二
三

一
一
二
三
〜
一
一
四
一

一
一
四
二
〜
一
一
五
〇

一
一
五
一
〜
一
一
五
五

一
一
五
六
〜
一
一
五
八

一
一
五
八
〜
一
一
六
五

一
一
六
五
〜
一
一
六
八

一
一
六
八
〜
一
一
七
二

一
一
七
七
〜
一
一
七
九

一
一
八
五
〜
一
一
九
八

一
一
九
九
〜
一
二
一
〇

一
二
一
五
〜
一
二
二
一

一
二
二
六
〜
一
二
三
二

一
二
三
七
〜
一
二
四
二

一
二
四
四
〜
一
二
四
六

一
二
六
二
〜
一
二
七
二

一
三
〇
六
〜
一
三
〇
八

一
三
三
〇
〜
一
三
三
一

一
三
三
三
〜
　
？

醍
醐

朱
雀

朱
雀

朱
雀

村
上

村
上

村
上

冷
泉

円
融

円
融

花
山

一
条

三
条

後
一
条

後
朱
雀

後
冷
泉

後
冷
泉

後
三
条

白
河

白
河

堀
河

鳥
羽

崇
徳

近
衛

近
衛

後
白
河

二
条

六
条

高
倉

高
倉

後
鳥
羽

土
御
門

順
徳

後
堀
河

四
条

後
嵯
峨

亀
山

後
二
条

後
醍
醐

後
醍
醐

遣
唐
使
廃
止

古
今
和
歌
集
　
上

斎
宮
寮
の
失
火
（
扶
桑
略
記
）

延
喜
式
完
成
　
斎
宮
に
関
す
る
細
則
も
納
め

ら
れ
る
（
延
喜
式
）

こ
の
頃
竹
の
都
と
呼
ば
れ
る
（
大
和
物
語
）

土
佐
日
記

重
明
親
王
女
　
徽
子
女
王
群
行
（
貞
信
公
記
）

斎
宮
　
隆
子
女
王
疱
瘡
に
よ
り
斎
宮
寮
に
て

死
亡
（
日
本
紀
略
）
　

枕
草
子

源
氏
物
語

道
長
が
摂
政
と
な
る
　
　
摂
関
政
治

斎
宮
歌
合
せ
（
類
聚
歌
合
）

白
河
上
皇
の
院
政
始
ま
る
　
摂
政
・
関
白
無

力
化

斎
宮
石
名
取
り
歌
合
（
金
葉
集
等
）

保
元
の
乱

平
治
の
乱

平
清
盛
　
太
政
大
臣
就
任

斎
宮
惇
子
内
親
王
　
斎
宮
寮
に
て
病
死
（
百

錬
抄
）

平
家
滅
亡

源
頼
朝  

征
夷
大
将
軍  

就
任  

鎌
倉
幕
府
開
く

承
久
の
乱
　
朝
廷
の
力
衰
退

文
永
の
役
　
元
寇

弘
安
の
役
　
元
寇

正
中
の
変

元
弘
の
変

鎌
倉
幕
府
　
滅
亡

建
武
の
中
興

（
八
九
四
）

（
九
〇
五
）

（
九
二
二
）

（
九
二
七
）

（
九
三
五
頃
）

（
九
三
八
）

（
九
七
四
）

（
九
九
五
頃
）

（
一
〇
一
〇
頃
）

（
一
〇
一
六
）

（
一
〇
四
〇
）

（
一
〇
八
六
）

（
一
一
二
三
）

（
一
一
五
六
）

（
一
一
五
九
）

（
一
一
六
七
）

（
一
一
七
二
）

（
一
一
八
五
）

（
一
一
九
二
）

（
一
二
二
一
）

（
一
二
七
四
）

（
一
二
八
一
）

（
一
三
二
四
）

（
一
三
三
一
）

（
一
三
三
三
）

（
一
三
三
四
）

参
考
　
斎
宮
歴
史
博
物
館
総
合
案
内

斎
王
一
覧

　
斎
王
の
伊
勢
滞
在
期
間
は
短
く
て一年
、長
い
人
で
は
三
十
一

年
と
い
う
例
が
あ
り
、年
齢
は
五
歳
か
ら
十
五
歳
の
少
女
に
集
中

し
て
お
り
、最
高
で
群
行
時
三
十
二
歳
と
い
う
斎
王
も
い
ま
す
。

＊
は
女
王（
天
皇
の
娘
以
外
の
皇
族
女
性
）

〔

　〕内
は
実
在
の
確
認
で
き
な
い
斎
王

○
は
斎
宮
に
群
行
し
た
斎
王

△
は
斎
宮
に
群
行
し
な
か
っ
た
斎
王

時
代

歴
代
斎
王

在
任
期
間（
年
）

天

　皇

西

　暦

歴
史
上
の
で
き
ご
と

伝説の時代の斎王飛　鳥奈　良平　安
豊
鍬
入
姫（
と
よ
す
き
い
り
ひ
め
）

倭
姫（
や
ま
と
ひ
め
）

五
百
野（
い
お
の
）

〔
伊
和
志
真
〕（
い
わ
し
ま
）

稚
足
姫（
わ
か
た
ら
し
ひ
め
）

荳
角（
さ
さ
げ
）

磐
隈（
い
わ
く
ま
）

莵
道（
う
じ
）

酢
香
手
姫（
す
か
て
ひ
め
）

○
大
来（
お
お
く
）

○
当
耆（
た
き
）

○
泉（
い
ず
み
）

○
田
形（
た
か
た
）

　〔
多
紀
〕（
た
き
）

　〔
円
方
〕（
ま
ど
か
た
）
＊

　〔
智
努
〕（
ち
ぬ
）＊

○
久
勢（
く
せ
）

○
井
上（
い
の
う
え
）

○
県（
あ
が
た
）＊

○
小
宅（
お
や
け
）＊

○
山
於（
や
ま
の
う
え
）＊

○
酒
人（
さ
か
ひ
と
）

○
浄
庭（
き
よ
に
わ
）＊

○
朝
原（
あ
さ
は
ら
）

○
布
勢（
ふ
せ
）

○
大
原（
お
お
は
ら
）

○
仁
子（
よ
し
こ
）

○
氏
子（
う
じ
こ
）

○
宜
子（
よ
し
こ
）＊

○
久
子（
ひ
さ
こ
）

○
晏
子（
や
す
こ
）

○
恬
子（
や
す
こ
）

○
識
子（
さ
と
こ
）

△
掲
子（
な
が
こ
）

○
繁
子（
し
げ
こ
）

○
元
子（
も
と
こ
）＊

六
七
三
〜
　
六
八
六

六
九
八
〜
　
七
〇
一

七
〇
一〜
　
七
〇
六

七
〇
六
〜
　
　
？

　
　
　
？

　
　
　
？

　
　
　
？

　
　
　
？

七
二一〜
　
　
？

　
？
　
〜
　
七
四
九

七
四
九
〜
　
　
？

七
五
八
〜
　
　
？

七
七
二
〜
　
　
？

　
　
？

七
八
二
〜
　
七
九
六

七
九
七
〜
　
八
〇
六

八
〇
六
〜
　
八
〇
九

八
〇
九
〜
　
八
二
三

八
二
三
〜
　
八
二
七

八
二
八
〜
　
八
三
三

八
三
三
〜
　
八
五
〇

八
五
〇
〜
　
八
五
八

八
五
九
〜
　
八
七
六

八
七
七
〜
　
八
八
〇

八
八
二
〜
　
八
八
四

八
八
四
〜
　
八
八
七

八
八
九
〜
　
八
九
七

天
武

文
武

文
武

文
武
〜
元
明

元
明

元
明

元
明

元
正

元
正
〜
聖
武

聖
武

孝
謙

淳
仁

光
仁

光
仁

桓
武

桓
武

平
城

嵯
峨

淳
和

淳
和

仁
明

文
徳

清
和

陽
成

陽
成

光
孝

宇
多

崇
神
、垂
仁

垂
仁
、景
行

景
行

仲
哀

雄
略

継
体

欽
明

敏
達

用
命
〜
推
古

壬
申
の
乱

大
来
皇
女
　
大
和
の
泊
瀬
か
ら
伊
勢
に
向
か

う
群
行
の
確
実
な
初
例（
日
本
書
紀
）

藤
原
京
に
遷
都

斎
宮
司
が
寮
と
同
格
に
な
る
　
斎
宮
官
制
の

初
見（
続
日
本
紀
）

和
同
開
珎
鋳
造

平
城
京
に
遷
都

古
事
記
　
上

日
本
書
紀
　
上

斎
宮
寮
の
拡
充
整
備
　
官
人
の
定
員
と
官
位

が
決
ま
る（
類
聚
三
代
格
）

東
大
寺
大
仏
開
眼
供
養
会

万
葉
集
編
纂

長
岡
京
に
遷
都

平
安
京
に
遷
都

最
澄
帰
国
　
比
叡
山
に
延
暦
寺
建
立

空
海
帰
国
　
高
野
山
に
金
剛
峰
寺
建
立

多
気
の
斎
宮
を
度
会
の
離
宮（
小
俣
町
離
宮

院
跡
）に
移
す（
類
聚
国
史
）

度
会
の
斎
宮（
離
宮
院
）の
官
舎
百
余
棟
焼

失
　
斎
宮
を
多
気
に
戻
す（
続
日
本
後
紀
）

（
六
七
二
）

（
六
七
四
）

（
六
九
四
）

（
七
〇
一）

（
七
〇
八
）

（
七一〇
）

（
七一二
）

（
七
二
〇
）

（
七
二
八
）

（
七
五
二
）

（
七
五
九
）

（
七
八
四
）

（
七
九
四
）

（
八
〇
五
）

（
八
〇
六
）

（
八
二
四
）

（
八
三
九
）

いつきのみや歴史体験館
三重県多気郡明和町斎宮3046番地25
TEL.0596-52-3890　
ホームページ  http://www.itukinomiya.jp/

【入 館 料】 無料　　【開館時間】 9：30～17：00
【休 館 日】 月曜日（祝日の場合を除く）、祝日の翌日、年末年始
【交通案内】 近鉄斎宮駅史跡公園口下車すぐ　伊勢自動車道玉城ICより約20分
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「
い
つ
き
の
み
や
歴
史
体
験
館
」
は
、
斎
宮
跡
の

保
存
と
活
用
を
図
る
た
め
、
文
化
庁
の
斎
宮
跡
地
方

拠
点
史
跡
等
総
合
整
備
事
業
（
斎
宮
歴
史
ロ
マ
ン

再
生
事
業
）
と
し
て
平
成
十
一
年
十
月
二
日
に
開

館
し
て
今
年
で
十
七
年
目
を
迎
え
ま
す
。
そ
も
そ

も
「
い
つ
き
の
み
や
歴
史
体
験
館
（
以
下
「
体
験
館
」

と
い
う
）」
と
い
う
名
称
は
と
申
し
ま
す
と
、
建
築

の
年
に
広
く
県
民
等
に
対
す
る
一
般
公
募
に
よ
り

応
募
の
あ
っ
た
八
六
三
件
の
中
か
ら
名
称
選
定
審

査
会
議
で
選
考
さ
れ
、
こ
の
年
の
「
斎
王
ま
つ
り
」

会
場
に
お
い
て
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

経
緯
か
ら
も
、「
体
験
館
」
と
「
斎
王
ま
つ
り
」
と

は
ご
縁
が
ご
ざ
い
ま
す
。　

　

体
験
館
は
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
棟
、
体
験
学
習
棟
、
野

外
学
習
棟
の
三
棟
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
床
面
積

は
約
九
七
六
㎡
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
施
設
は

参
加
型
の
体
験
学
習
施
設
と
し
て
、
平
安
時
代
の

貴
族
の
年
中
行
事
を
中
心
に
古
代
の
技
術
や
機
織

り
、
糸
づ
く
り
な
ど
の
伊
勢
地
方
の
伝
統
文
化
に

か
か
わ
る
体
験
活
動
を
通
し
て
、
史
跡
や
古
代
の

文
化
に
親
し
み
、
文
化
財
を
大
切
に
し
、
後
世
に

伝
え
て
い
く
文
化
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
施

設
で
す
。

　

体
験
館
そ
の
も
の
も
、
古
代
建
築
の
生
活
体
験
と

し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
設
計
さ
れ
、
意
匠
的
に
は
、

ガ
イ
ダ
ン
ス
棟
は
平
安
貴
族
の
邸
宅
で
あ
る
寝
殿

造
り
、
体
験
学
習
棟
は
古
代
の
役
所
建
物
、
野
外
学

習
棟
は
付
属
建
物
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
も
の
と
し

て
い
ま
す
。
建
築
に
あ
た
っ
て
は
、木
造
建
築
と
し
、

木
材
は
す
べ
て
県
内
産
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
み
を

用
い
て
い
ま
す
。
建
築
工
法
的
に
は
、
耐
久
性
が

問
題
と
な
る
釘
・
鎹
等
の
金
物
類
は
用
い
ず
、
仕

口
と
継
ぎ
手
で
組
み
上
げ
、
大
型
材
も
仕
口
加
工

と
時
代
性
か
ら
背
割
り
を
入
れ
な
い
工
法
を
取
る

な
ど
、
古
代
建
築
の
伝
統
技
法
に
則
り
、
新
素
材

を
用
い
な
い
環
境
に
や
さ
し
い
建
物
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

体
験
館
で
は
、
大
き
く
分
け
て
、
来
訪
者
が
い

つ
で
も
体
験
で
き
る
「
随
時
体
験
」
と
予
約
・
定

員
制
で
、
学
習
室
を
中
心
に
使
っ
て
の
講
義
と
実

体
験
を
取
り
入
れ
た
「
講
座
体
験
」
が
あ
り
ま
す
。

　

随
時
体
験
で
は
、
十
二
単
や
直
衣
な
ど
の
試
着

体
験
、
盤
双
六
や
貝
覆
い
な
ど
で
遊
ん
で
い
た
だ

け
ま
す
。

　

講
座
体
験
で
は
、
機
織
り
、
草
木
染
め
、
藁
細

工
づ
く
り
な
ど
が
あ
り
、
古
代
の
技
術
・
文
化
な

ど
体
験
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
体
験
館
・

国
史
跡
斎
宮
跡
休

憩
所
（
い
つ
き
茶

屋
）
を
主
会
場
と

し
て
実
施
す
る
「
さ

い
く
う
市
（
原
則

毎
月
第
一
・
第
三

日
曜
日
開
催
）」
六
月
に
「
花
し
ょ
う
ぶ
フ
ェ
ア
」

九
月
に
「
い
つ
き
の
み
や
観
月
会
」
一
二
月
に
「
追

儺
の
ま
つ
り
」
二
月
に
「
い
つ
き
の
み
や
春
絵
巻
」

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
四
季
ご
と
の
体
験
館
の
館
内

展
示
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
八
年

度
は
更
に
新
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
斎
宮
に
お
越
し
の
際
は
、
是
非
と
も
入
館
無

料
の
「
い
つ
き
の
み
や
歴
史
体
験
館
」
に
お
立
ち

寄
り
下
さ
い
。

い
つ
き
の
み
や
歴
史
体
験
館
を  

ご
紹
介
し
ま
す
!!

で
す
。
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本部 代   表 土井　祐治 名誉会長（町長） 中井幸充

副代表 笛川　浩 顧問  木戸口眞澄 　西場信行  　浜井初男 　濱口　尚紀 　辻井成人

副代表 岩佐　康則  長井雅美 　辻　丈昭  　東谷泰明 　山川充造 　長岡成貢

副代表 森田　均

副代表 森　菜津子 相談役 辻　孝雄 　森島啓之  　東谷泰明 　橋本久雄 　西川道子
渡邊幸宏    森下　清  　田中　貢 　新田一子

事務局                        山中　いずみ
会計監事 朝倉　惟夫 久世　晃

　任　務　分　担　の　内　容 9
総務・財務班 総務の実施 ◎森下　清 ○辻　　正 　竹内克巳  　大西俊次郎 　辻   孝雄 　中川裕正

財務の実施    森島啓之 　田中真司  　田中　貢 　小林順一 　奥山幸洋
ｸﾞｯｽﾞ販売・ｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘ - 等    野田節雄 　橋本久雄  　樋口文隆 　田端正俊 　三浦邦昭
斎王市の実施 16

会場班 着付会場内の管理 ◎東谷泰介 ○北川和樹 　石田豊喜  　澤　恒一 　中瀬正実 　東谷泰明
出演者の移動 　江　京子
記念写真 7

着付班 着付け準備と後片付け ◎西宮幸代 ○田中政子 ○安井澄代 　衣斐喜代美    菊矢照子  　夏井ちはる
　服部益子 　八田明美 　山中弘子    富山正美     北山良子
   森下昌子    西川美代子    新谷千恵子    森　洋子     寺西照美
   中川啓子    加藤さわみ    日下勝子    西田章香　                   20

まつり実施班 前夜祭の実施 ◎関岡武夫 ○早川潤一 ○中西修一 ○北山房夫 ○乾　秀治 　 永島せい子
禊の儀の実施 　石田藤生 　伊串金市 　小林邦久 　佐々木久夫 　 長谷川新
出発式の実施 　西岡信行 　中島　宏 　市野秀世    秋山修一 　 伊藤佳史
群行の実施 　辻　満寿美    乾　健郎    間宮一彦 　野上但治     下村幸一
社頭の儀の実施    鈴木健司    小林正明    岩本温行 　竹内和持     永井健太
ｱﾄﾗｸｼｮﾝの実施    中井啓悟    西岡　潤    森川高広    石田真也     潮田拓也

   佐田薫士    西道　涼 　和佐田照夫 　和佐田道子 35
広報班 ポスタ－・パンフレット原案作成 ◎北村哲也 ○山内　理

広報・宣伝事業計画
2

敬称略・順不同（◎は班長　○は副班長）　平成 27年 4月 15日現在

６月	 ７日(日）	斎王まつり
	 １４日(日）	片付け・反省・打上
	 １７日（水）	衣裳片付け
	 １８日（木）	三重県観光キャンペーンガイドブック　
	 	知事との座談会出演（斎王　前田）
	 ２６日（金）	第１回日本遺産活用推進協議会会議
７月	 １日(水）	伊勢まつり会議　土井代表出席（伊勢市役所）	
	 ９日（木）	役員会（反省会）
	 １７日(金）	フォトコンテスト応募締め切り
	 ２１日(火）	フォトコンテスト1次審査
	 ３０日(木）	役員会(フォトコンテスト入選・入賞作品選考）
	 	応募者６８名　応募作品１２７点
８月	２５日（火）	第2回日本遺産活用推進協議会会議
	 ３１日（月）	第３３回斎王まつりフォトコンテスト入賞・入選写真展　準備
９月	 １日（火）	第３３回斎王まつりフォトコンテスト入賞・入選写真展
	 	（斎宮歴史博物館にて９月１８日まで）
	 ３日（木）	役員会	 	 	 	 	
	 ６日（日）	第３３回斎王まつりフォトコンテスト表彰式	
	 １１日（金）	臨時総会
	 １５日（火）	衣裳準備
	 １８日（金）	フォトコン作品　片付け
	 ２６日（土）	斎宮復元建物竣工式　観月会　出演（斎王役 前田　女官役 八木）
10月	 1日（木）	役員会
	 8日（木）	伊勢まつり衣裳出し
	 １1日（日）	伊勢まつり　斎王群行
	 13日（火）	三重テレビ「旬感三重」出演（斎王役　前田）
	 19日（木）	伊勢まつり衣裳片付け
	 ２０日(木）	役員会	 	 	 	 	
	 24日（土）	「さいくう平安の杜」フェスタ　斎王　前田　他6名出演
	 26日（月）	伊勢まつり衣裳片付け
	 	ＦＭ三重「広瀬隆のラジオ魂」　出演（斎王役　前田）
11月	５日（木）	役員会	 	 	 	 	
	 ８日（日）	古道まつり斎王群行　　中止
	 27日（金）	役員会
12月	 1日（火）	第３４回斎王まつり出演者　募集開始	 	 	 	 	
	 5日（土）	ざいしょ市　着付け体験　　本部・広報班会議
	 １３日（日）	三重ＴＶ「ミステリアス斎宮」	 	 	 	 	
	 	出演　斎王役 前田　第２５代斎王役 鳥井　第２６代斎王役 瀬田	
	 １８日（金）	梅まつり会議　　	 	 	 	 	
	 ２４日（木）	来訪者アップ会議　		 	 	 	
	 ２８日（月）	大掃除・事務所仕事納め	 	 	 	 	

（敬称略）

準
備
作
業

１月	 ８日（木）	新倉庫設計について　役場と打ち合わせ　本部
	 １５日（木）	会計監査
	 １６日（金）	第２回梅まつり会議
	 ２４日（土）	役員会	 	 	 	 	
	 ３０日（金）	総会	
2月	１０日（火）	出演者募集締切
	 １２日（木）	役員会（出演者書類選考）
	 １７日(火）	第３回梅まつり会議	
	 １９日(木）	総務・財務班会議
	 ２２日（日）	子供説明会（子ども斎王抽選　中央公民館）
３月	 １日（日）	「梅まつり」（斎宮歴史博物館)　雨天にて中止
	 ３日（火）	松阪ケーブルテレビ　来所　選考会撮影打ち合わせ
	 ６日（金）	役員会（選考会について）
	 ８日（日）	斎王役選考会（いつきのみや歴史体験館）
	 １７日（火）	第４回梅まつり会議	
	 １９日（木）	夕刊三重　新斎王　取材
	 ２０日（木）	本部・実施班合同会議	
４月	 ６日（月）	三重テレビ番組　打ち合わせ
	 ８日（水）	着付け班　衣裳整理	
	 ９日（木）	第１回リーフレット校正会議
	 １４日(火）	第２回リーフレット校正会議
	 １６日（木）	斎王市会議
	 ２４日（金）	全体会議
	 ３０日（木）	リーフレット回覧（明和町全戸配布）
５月	 １日（金）	近鉄宇治山田駅長　来所　斎王ハイキングについて
	 １０日（日）	作業　（竹きり　のぼり立て準備　看板出し　ステージ製作準備）
	 １１日（水）	着付け班  衣裳整理
	 １２日（火）	三重テレビ「旬感三重」出演（土井代表・斎王　前田）
	 １５日（木）	アトラクション会議	
	 １７日（日）	出演者説明会・リハーサル・ステージ製作・大道具製作
	 １８日（月）	知事表敬訪問　第31代斎王役　前田　内侍役　来光
	 ２４日（日）	午前　のぼり立て　
　　　　　　　	午後　子ども出演者説明会リハーサル・ステージ組み立て		
	 	三重テレビ「はぴ３」撮影
	 ２７日（水）	皇學館大学　雅楽部　打ち合わせ（土井代表）	
	 ２９日（金）	最終全体会議
	 ３１日(日）	最終ステージ製作	 	 	 	
６月	 ２日（火）	着付け班衣裳出し
	 ３日（水）	実施班会議
	 	斎王市テント立て
	 ６日(土）	前夜祭	 	 	 	 	
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6

長
奉
送
使
【
ち
ょ
う
ぶ
そ
う
し
】

　

監
送
使
と
も
い
う
。
斎
王
一
行
を
伊
勢
ま
で
送
り

届
け
る
群
行
の
最
高
責
任
者
。
沿
道
に
お
け
る
警
察

権
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
任
を
終
え
る
と
直
ち
に
帰

京
し
ま
し
た
。

検
非
違
使
【
け
び
い
し
】

　

平
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
京
中
の
警
察

を
担
当
し
た
職
。
元
来
、
平
安
京
の
治
安
維
持
は
京

職
や
衛
府
の
任
で
あ
っ
た
が
、
特
定
の
官
人
に
京
中

の
警
察
を
担
当
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
検
非

違
使
と
な
り
、
や
が
て
衛
府
や
京
職
・
弾
正
台
な
ど

の
権
限
を
吸
収
し
、
王
朝
国
家
有
数
の
警
察
機
関
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

看
督
長
【
か
ど
の
お
さ
】

　

検
非
違
使
庁
の
下
級
職
員
で
、
身
分
は
火
長
。
弘

仁
式
制
で
は
左
右
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
二
人
と
定
め
ら

れ
、
貞
観
・
延
喜
式
制
に
継
承
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
後
次
第
に
増
員
さ
れ
、
長
元
八
年
（
一
〇
三
五
）

の
『
看
督
長
見
不
注
進
状
』（『
平
遺
』
五
二
九
～
三

七
）
で
は
左
右
合
わ
せ
て
十
五
人
を
数
え
る
。
獄
直

や
犯
罪
の
捜
査
・
追
捕
等
を
任
務
と
す
る
。
尉
を
中

心
と
し
て
編
制
さ
れ
る
警
察
部
隊
の
一
員
と
し
て
出

動
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
単
独
な
い
し
少
数
の
従
者

を
率
い
、
事
に
従
う
こ
と
が
多
い
。
し
ば
し
ば
行
き

過
ぎ
た
捜
査
や
追
捕
を
行
い
、
京
民
か
ら
頼
り
に
さ

れ
る
一
方
で
、
恐
れ
ら
れ
も
し
た
。
そ
の
武
力
は
悪

鬼
魔
神
を
慴
伏
す
る
と
い
う
信
仰
を
生
み
、『
徒
然

草
』
二
〇
三
に
は
主
上
御
悩
の
時
、
五
条
の
天
神
に

看
督
長
の
靫
を
か
け
る
こ
と
が
見
え
、『
神
道
名
目
類

聚
抄
』に
は
守
門
の
神
を
看
督
長
と
称
し
た
と
あ
る
。

随
身
【
ず
い
し
ん
】

　

随
身
と
は
、貴
族
が
外
出
す
る
際
に
警
護
に
あ
た
っ

た
近
衛
府
の
官
人
を
指
し
ま
す
。そ
れ
に
は
高
い
教
養

と
優
美
な
美
貌
が
求
め
ら
れ
た
と
云
い
ま
す
。

駕
與
丁
【
か
よ
ち
ょ
う
】

　

斎
王
の
乗
る
輿
（
葱
華
輦
）
を
担
ぐ
人
で
す
。

斎
王
【
さ
い
お
う
】

　

天
皇
の
即
位
ご
と
に
、
未
婚
の
内
親
王
（
天
皇

の
娘
）
あ
る
い
は
女
王
（
天
皇
の
兄
弟
の
娘
な
ど
）

の
中
か
ら
占
い
で
選
ば
れ
、天
皇
の
譲
位
や
崩
御
、

あ
る
い
は
肉
親
の
不
幸
な
ど
に
よ
り
解
任
さ
れ

て
、
都
に
帰
る
決
ま
り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
伊

勢
神
宮
の
祭
り
に
は
、
六
月
・
十
二
月
の
月
次
祭

と
九
月
の
神
嘗
祭
に
関
わ
る
の
み
で
、
ふ
だ
ん
は

斎
宮
の
中
で
都
と
同
様
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
文
学
作
品
に
登
場

す
る
斎
王
も
多
く
、『
源
氏
物
語
』『
伊
勢
物
語
』

な
ど
、
多
く
の
文
献
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

十
二
単
【
じ
ゅ
う
に
ひ
と
え
】

　

十
二
単
と
は
近
世
に
な
っ
て
か
ら
の
呼
び
名

で
、
正
し
く
は
女に
ょ
う

房ぼ
う

装し
ょ
う

束ぞ
く

、
ま
た
は
裳も

唐か
ら

衣ぎ
ぬ

と
い

い
ま
す
。
単
衣
の
上
に
袿う
ち
ぎを
重
ね
、
打う
ち

衣ぎ
ぬ

、
表う
わ

着ぎ

の
上
に
ベ
ス
ト
の
よ
う
な
唐
衣
を
は
お
り
、
腰
に

は
前
部
の
な
い
プ
リ
ー
ツ
ス
カ
ー
ト
の
よ
う
な
裳も

を
つ
け
ま
す
。
貴
族
の
女
性
の
晴
の
衣
裳（
正
装
）

で
す
。

　

髪
は
垂た
れ

髪が
み

、
作
り
眉
。
上
衣
は
、
上
か
ら
順
に

唐か
ら

衣ぎ
ぬ

、
表う
わ

着ぎ

、
打う
ち

衣ぎ
ぬ

、
袿う
ち
ぎ、
単ひ
と
えと
な
っ
て
い
ま
す
。

唐
衣
は
衽
、
衿
合
わ
せ
が
な
く
、
上
か
ら
は
お
り

ま
す
。
表
着
は
上
の
御お
ん

衣ぞ

と
も
呼
ば
れ
る
垂た
り

領く
び

広

袖
の
袷
仕
立
て
で
す
。
打
衣
は
砧き
ぬ
たで
打
っ
て
光
沢

を
出
し
た
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
名
が
あ
り
ま
す
。
形

は
表
衣
と
同
じ
で
紋
様
は
あ
り
ま
せ
ん
。
袿う
ち
ぎ
は
、

内
衣
の
意
味
で
、
垂
領
、
広
袖
の
袷
仕
立
て
で
地

紋
が
あ
り
、
数
枚
重
ね
て
用
い
ま
す
。
単
は
袿
と

同
形
で
す
が
、
裄
、
丈
と
も
に
長
く
、
単
仕
立
て

で
裾
は
ひ
ね
り
仕
立
て
に
な
っ
て
い
ま
す
。
下
衣

に
は
袴
と
裳も

を
つ
け
ま
す
。
袴
は
緋
の
長
袴
（
若

年
未
婚
は
濃こ
き

色
）、
裳
は
背
に
あ
て
て
結
び
、
後
に

長
く
垂
ら
し
て
引
き
ま
す
。

内
侍
ま
た
は
命
婦
【
な
い
し　

ま
た
は　
み
ょ
う
ぶ
】

　

斎
宮
で
働
く
女
官
た
ち
の
最
高
責
任
者
と
し
て
、

乳
母
や
女
孺
の
上
に
い
る
立
場
に
あ
り
ま
し
た
。

女
別
当
【
に
ょ
べ
っ
と
う
】

　

内
侍
や
宣
旨
が
、
斎
王
の
住
む
エ
リ
ア
で
公
的
性

格
を
も
つ
仕
事
を
こ
な
す
女
官
で
あ
る
の
に
対
し

て
、乳
母
の
よ
う
に
、斎
王
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
「
宮

家
」
と
し
て
の
用
向
き
を
担
当
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
り

ま
せ
ん
。

乳
母
【
め
の
と
】

　

母
親
に
代
わ
っ
て
養
育
を
受
け
持
つ
女
性
で
、
斎

宮
に
は
、
斎
王
個
人
の
「
家
」
に
仕
え
る
存
在
と
し

て
、
二
名
な
い
し
三
名
が
務
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

女
孺
【
に
ょ
う
じ
ゅ
】

　
「
め
の
わ
ら
わ
」
と
も
い
う
女
官
で
、一
等
か
ら
三

等
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
課
せ
ら
れ
た
実

務
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

采
女
【
う
ね
め
】

　

都
で
は
、
地
方
の
郡
司
の
娘
か
ら
選
ば
れ
、
天
皇

の
御
前
な
ど
に
奉
仕
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
斎

宮
に
采
女
が
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
よ
く
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

童
・
童
女
【
わ
ら
わ
・
わ
ら
わ
め
】

　

都
の
官
人
が
、
家
族
で

斎
宮
に
赴
任
し
た
と
い
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
か

ら
、
そ
の
子
供
達
が
斎
宮

内
に
住
ん
で
い
た
と
い
う

可
能
性
は
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
群
行
の
一
員
と
し

て
加
わ
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。

群
行
衣
裳

群
行
衣
裳

１．冠
かんむり

２．緌
おいかけ

３．太
た

刀
ち

１．垂
たれ

髪
かみ

　　２．唐
から

衣
ぎぬ

３．表
うわ

着
ぎ

　　４．打
うち

衣
ぎぬ

５．衣
きぬ

（袿
うちぎ

）（枚数を重ねている）

６．単
ひとえ

　７．長
なが

袴
ばかま

　８．裳
も

（全体）

９．裳
も

の小
こ

腰
ごし

　10．裳の引
ひき

腰
ごし

11．檜
ひ

扇
おうぎ

（衵
あこめおうぎ

扇）　12．帖
た

紙
とう

13．日陰の糸（玉かずら）

　　※斎王が付けていたかどうか
　　　は定かではありません。



斎
王
賞

町
長
賞

明
和
町
教
育
長
賞

斎
王
ま
つ
り
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

斎
宮
歴
史
博
物
館
長
賞

特
別
賞

明
和
町
議
会
議
長
賞

◆
サ
イ
ズ

・
カ
ラ
ー
ま
た
は
白
黒
作
品
で
サ
イ
ズ
は
四
つ
切
の
み
。

◆
応
募
締
め
切
り

・
平
成
28
年
７
月
１5
日（
金
）当
日
消
印
有
効

　（
郵
送
中
の
事
故
、破
損
に
つ
い
て
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
。）

◆
応
募
方
法

・
応
募
票
を
作
品
裏
面
に
貼
付
、郵
送
ま
た
は
斎
王
ま
つ

り
事
務
所
受
付
。

◆
応
募
上
の
注
意
事
項

・
応
募
作
品
に
は
、応
募
者
本
人
が
撮
影
し
た
も
の
で

　
一
人
2
点
以
内（
未
発
表
の
作
品
）に
限
り
ま
す
。

・
応
募
票
の
各
項
目
に
楷
書
で
記
入
し
、題
名
・お
名
前

に
は
か
な
ら
ず
フ
リ
ガ
ナ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　（
複
数
応
募
の
場
合
は
コ
ピ
ー
し
て
く
だ
さ
い
。）

・
入
賞
、入
選
作
品
に
つ
い
て
は
、あ
ら
た
め
て
デ
ー
タ
ー

を
お
借
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
へ
の
使
用

権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。　

・
応
募
作
品
の
ご
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

◆
賞

・
入
賞
は
、１０
賞（
斎
王
賞
ほ
か
）、入
選
は
１０
作
品 

◆
選
考
方
法

・
作
品
は
斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
選
考
い
た
し
ま
す
。

◆
発
表

・
H
P
に
て
発
表
い
た
し
ま
す
。

　
入
賞
者
に
は
直
接
通
知
い
た
し
ま
す
。（
８
月
上
旬
頃
）

◆
応
募
先

　
斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」係

「
主
役
の
二
人
」
明
和
町

寺
西 

一晃

「
微
笑
」
津
市

上
村

　雅

「
祈
り
」
倉
敷
市

渡
辺 

浩
司

特
別
賞

特
別
賞

特
別
賞

「未来を見つめて」鈴鹿市 榎本 清司

「めい姫と共に」 松阪市 萩原　伸

「内緒話」 松阪市 加藤 幸範

「出発前のひととき」松阪市 高柳 美鶴代

「水面の鏡」 松阪市 後藤 和久

「まちの華」松阪市 森田 幹郎

第
三
十
三
回  

斎
王
ま
つ
り

斎
王
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

斎
王
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

特
別
賞

「
王
女
の
笑
み
」
玉
城
町

中
川

　清

◆
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
５
１
５
|

０
３
２
１

三
重
県
多
気
郡
明
和
町
斎
宮
２
８
１
１
番
地

斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

電
話
０
５
９
６
ー
５
２
ー
０
０
５
４

20

第
34
回 

斎
王
ま
つ
り

21

第
34
回 

斎
王
ま
つ
り
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斎
王
役
を
務
め
て

　
子
ど
も
斎
王
に
く
じ
で
選
ば
れ
た
時
は
と
て

も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
祭
り
で
は
斎
王
さ
ま
と
一
緒
に
竹
神
社
を
御

参
り
し
て
絵
馬
を
奉
納
し
た
り
、
み
そ
ぎ
の
儀

を
し
た
り
、
群
行
で
惣
華
輦
に
乗
っ
た
り
し
ま

し
た
。
初
め
て
の
事
ば
か
り
で
少
し
緊
張
し
た

け
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
が
手
を
ふ
っ
た
り
、
名

前
を
呼
ん
だ
り
し
て
く
れ
て
、
自
然
に
笑
顔
に

な
り
ま
し
た
。

　
十
二
単
は
か
わ
い
く
て
、
周
り
に
い
た
お
姉

さ
ん
達
も
と
て
も
優
し
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
本
当
に
楽
し
く
て
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。

子ども斎王　

葱華輦復元模型（斎宮歴史博物館蔵）

石谷  好花

子
ど
も
斎
王
を
務
め
て

さ
い
く
う 

平
安
の
杜
に 

つ
ど
う

そ
う
か

れ
ん

そ
う
か
れ
ん

　
昨
年
四
月
に
は
、
文
化
庁
の
「
日
本
遺
産
」
の
ひ
と
つ

に
三
重
県
明
和
町
の「
祈
る
皇
女
斎
王
の
み
や
こ

　斎
宮
」

が
認
定
さ
れ
、
同
年
九
月
に
は
「
さ
い
く
う
平
安
の
杜
」

に
平
安
時
代
の
斎
宮
役
所
で
あ
る
「
正
殿
・
西
脇
殿
・
東

脇
殿
」
が
竣
工
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
第
三
十
四
回
斎
王
ま
つ
り
の
出
発
式
は
、
こ
の

「
さ
い
く
う
平
安
の
杜
」
の
正
殿
よ
り
斎
王
さ
ま
が
、
お

出
に
な
り
ま
す
。
皆
様
ぜ
ひ
、
「
正
殿
に
立
つ
斎
王
さ
ま

の
お
姿
」
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
お
子
様
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
ま
つ
り
を
め
ざ
し
て

お
り
ま
す
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
斎
王
市
で
楽
し
ん
で
頂

き
、
初
夏
の
風
が
吹
き
、
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
が
咲
わ
た
る

「
平
安
の
雅
な
斎
王
ま
つ
り
」
に
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
下
さ

い
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
斎
王
ま
つ
り
は
、
皆
様

の
ご
支
援
・
ご
協
力
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
厚
く
お
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。
実
行
委
員
一
同
、
こ
の
「
斎
王
ま
つ
り
」

を
発
信
す
る
こ
と
で
広
く
明
和
町
の
Ｐ
Ｒ
に
な
る
と
い
う

思
い
の
元
に
誇
り
を
持
ち
、
皆
で
ま
つ
り
の
成
功
に
向
け

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
十
年
前
の
斎
王
ま
つ
り
に
あ
こ
め
役
で
参
加
し
、
憧

れ
続
け
た
斎
王
役
。
当
時
か
ら
変
わ
ら
な
い
憧
れ
の
気

持
ち
と
、
斎
王
役
を
通
し
て
地
元
明
和
町
に
貢
献
し
た

い
と
い
う
想
い
が
遂
に
実
現
と
な
る
と
、
喜
び
と
共
に

責
任
の
大
き
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
鮮
や
か
な
十
二
単
を
ま
と
い
、
煌
び
や
か
な
ス
テ
ー

ジ
に
立
っ
た
前
夜
祭
は
、
い
つ
か
思
い
描
い
て
い
た
景

色
そ
の
も
の
で
し
た
。
斎
王
様
に
想
い
を
馳
せ
、
惣
華

輦
か
ら
眺
め
た
斎
宮
の
豊
か
な
自
然
や
平
安
装
束
の
彩

り
は
、
平
安
絵
巻
を
見
て
い
る
か
の
よ
う
な
美
し
さ
で

し
た
。

　
昨
年
４
月
に
「
祈
る
皇
女 

斎
王
の
み
や
こ 

斎
宮
」

が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
、
明
和
町
や
斎
王
ま
つ
り
に

と
っ
て
も
記
念
す
べ
き
年
に
斎
王
役
を
務
め
ら
れ
た
こ

と
は
大
変
嬉
し
く
、
誇
り
に
思
い
ま
す
。
斎
宮
の
地
に

お
住
ま
い
で
あ
っ
た
斎
王
様
が
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
た
こ
の
地
と
歴
史
を
さ
ら
に
伝
え
広
め
る
べ
く
、
そ

の
任
務
を
私
に
託
し
て
下
さ
っ
た
よ
う
に
も
感
じ
ま
し

た
。
私
な
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の
心
に
残
る
斎

王
役
を
務
め
ら
れ
て
い
た
ら
幸
い
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
方
々
に
よ
る
ご
協
力
や
ご
支
援

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
日
本
遺
産
の
地
で
行
わ
れ
る

斎
王
ま
つ
り
が
、
良
き
伝
統
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
よ
り

一
層
の
発
展
を
遂
げ
ら
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。


